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ʮਕؔชԿ૓੔Ռָ研究Ռദغޛ࢞՟ఖジェンダーָࡏ研究઒ߊʯ 

ਅⅰᒉʤگदʥ 
ർֳ੕࣑࿨ʤ઴غʥ 
ർֳ੕࣑࿨ԍसʤغޛʥ 

୉ܛ࢛ڰʤ०گदʥ 
ジェンダーָࡏ研究ๅࠄʤ൅ఴʥʤ௪年෈ఈغʥ 
ジェンダー੕ָࡃܨ࣑ʤ઴غʥ 
ジェンダー੕ָࡃܨ࣑ԍसʤغޛʥ 

ʮਕؔชԿ૓੔Ռָ研究Ռദ࢞઴غ՟ఖジェンダーऀճՌָ઒ߊʯ 

ਅⅰᒉʤگदʥ 
ϓェϝωθϞཀྵ࿨͹૬఼ʤ઴غʥ
ʥغճジェンダー࿨ԍसʤ઴ऀࡏࠅ
ジェンダーཱི๑գఖ࿨ʤغޛʥ

୉ܛ࢛ڰʤ०گदʥ 
ジェンダーऀճָࡃܨʤ઴غʥ 
ジェンダーऀճָࡃܨԍसʤغޛʥ 

ብຌ৿಺ʤಝ೜ࢥߪʥ  

 ʥغޛճジェンダー࿨ʤऀࡏࠅ
ˠʤຌๅࠄॽ 54ʛ55 นʰAIT ϭーέεϥρϕʱࢂলʥ 

ʮָ෨ʯ 

  दʥگʤࢢ୫ཇރ

ӵชָಝचٝߪᶞʤغޛʥ 

ਅⅰᒉʤگदʥ 
ジェンダー̖ ੕࣑ʀ੕ࡨͳジェンダーʤغޛʥ 

୉ܛ࢛ڰʤ०گदʥ 
ΠジΠऀճͳジェンダーᶚʤ઴غʥ
ήϫーώϩԿͳऀճʤغޛʥ
ήϫーώϩชԿָࣰसᶚʤ௪年෈ఈغʥ
ήϫーώϩชԿָ૱࿨ʤ઴غʥ
ชԿรಊ࿨ᶚʤ઴غʥ
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学⾡ᡂᯝのⓎಙ 

̏）『ジェンダー研究』 
『ジェンダー研究』は本研究所がฦ集・発行している査ಣ෉きの国際

学術雑誌で、特集論ช、特พߚر論ช、౦ߚ論ช、ॽ評から構成される。
される特集論ชはその年に特に஭目されたジェンダー関࿊のࡎܟಆにת
テーマにͯいて੊ֆ第 のジェンダー学研究者がࣧජし、外෨評Ճをڅ1
得た論ชでૌまれており、学術研究としてのر༫も大きい。特พߚر論
ชは、ฦ集෨によるΨリジナルةժとして、学際的・国際的なジェンダ
ー研究の成果を੊に໲う論ชをࡎܟしている。౦ߚ論ชは、国内外から
౦ߚされた日本ޢもしくはӵޢの論ชで、国際的に活༄する研究者によ
る外෨৻査をܨてࡀ༽された࣯の高い論ชである。ॽ評もۛ年ジェンダ
ー関࿊分໼で஭目されたஸॽをジェンダー研究およびྣં分໼の研究者
が評しており、最新のジェンダー研究の動޴をࣖすものである。 

ʲジェンダー研究ʳ262023）ߺ೧  概要（ߨק7݆

ಝॄ「リプロダέティϔ・ジϡηティηʁೝ৹・஦ઊ・࠸ਫ਼ࢊをΌ
͛るऀճਜ਼ٝを઀Ε֋͚」 
『ジェンダー研究』26 では、「リプロダクティブ・ジャスティス：妊娠・中絶・再生産をめぐる社ߺ

会正義を切り開く」を特集した。本特集は、2022 年 12 月に開催した IGS国際シンポジウムでの議論を
引継͙、ਕ間の性と生৫、再生産にかかわるঀ活動をとりまくジェンダー、຿ଔ、֌څ、্֒、セクシ
ϣアリティなどが交ࠫする構ଆ的෈ฑ等にͯいて、米国と日本のชຼにおいて、ଡ༹な研究྘Үからݗ
౾するものである。 

カリフォルωア大学υーϑスߏ๑学෨マーティン・ルーサー・キング Jr. 教द Lisa C. Ikemotoࢱの研
究論ช「Reproductive Justice in the U.S. After Roe」は、米国の社会ӣ動のชຼにおいて、リプロダクティ
ブ・ジャスティスという֕念が、いかにリプロダクティブ・ライς / ϖルスという先行する֕念の限ֆ
を௔えようとしながらそれらと૮׮ึޕ的な関ܐにおいて発展してきたのかをݗ౾するものである。妊
娠中絶の権ཤを೟めた 1970 年େの「ローଲウェイχ判決」および「ίーシー判決」を覆すことになっ
た 2022 年 6 月最高裁におけるχッブθ判決がࣖࠨすることにͯいて分ੵを行ったうえで、中絶の権ཤ
を制限するय๑の拡大Ώキャパシティ෈ଏといった՟ୌに௜໚する中で、リプロダクティブ・ジャステ
ィスのӣ動がインクルーシブでޮ正な社会をͯくるという長غ的目ඬに޴けてどのように߫ݛしうる
かを論ͣている。なお、この॑གྷな論考に日本ޢでもアクセスできるよう、日本ޢ༃を IGS プロジェク
トシリーθとしてあわͦてΨンライン発行した。

また本特集には、シンポジウムでコϟンテーターとしてౌஅした大ڰ༟ߵ子ࢱ、高谷ࢱ߀、็月理ܛ
の「『正義』の正しさと໿ղさ」は、リプロダクテࢱ子ߵ༟ڰした。大ࡎܟによるコϟントをあわͦてࢱ
ィブ・ライςʙジャスティス֕念を日本ޢに஖き換えるࠖೋさにͯいての考ࡱを௪して、日本の社会ӣ
動の՟ୌを指ఢする。高谷ࢱ߀の「Ҳ時的移຿プログラム下の移຿女性の଼ࡑ権とリプロダクティブ・
ジャスティス」は、外国ਕ技能実स生の妊娠・ड़産をめぐって、୯が産み育てることをওྯされʙ૏ま
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ジェンダー研究所事業報告書 

ΗΖ͹͖ͳ͏͑ϨϕϫダέτΡϔʀジϡητΡη͹ڧֆ͹ࡠಊͶ஭қΝଇͤɽ็݆ཀྵࢱܛ͹ʰ1920ʛ30
年େͶ͕͜Ζʬࢊ΋कରʭͶଲͤΖʰྖʱͳʰ࣯ʱ͖Δ͹ղ೘ʱͺೖຌۛ੊ʀۛେͶ͕͜Ζਕ޳؇ཀྵ੕
ఢ͢ͱ͏Ζɽ͞ࢨΗΖ͞ͳΝ࢘͠ߨఈ͗݀ހ΋कରʭ͹ࣙࢊՊ؇ཀྵ͹ԾͲʬࠅ൥ͳوΝ概؏͢ɼऀճࡨ
ΗΔҡ͵Ζֱ͖ࢻΔ͹αϟンφΝ͍ΚͦͱͤࡎܟΖ͞ͳͶΓͮͱɼਫ਼৫ΝΌ͛Ζ੕࣑͹෵߻ద͵ؖྙݘ
ΞͲ͏͚ͪΌͶϨϕϫダέτΡϔʀジϡητΡη͹概೨Ν༽͏ͱ͏͚қٝΝ఑ࣖ͑͢ΖಝॄࠒͶ઀Εܐ
Ͷ͵ͮͪɽ 

౦ߚ࿨ช͹ιέεϥンͲͺɼݭਜ਼͵৻ࠬΝ௪գͪ̒͢ຌ͹࿨ߡΝͪ͢ࡎܟɽΉͪॽ඲ιέεϥンͲͺɼ
ۛ年Ͷ͠ߨקΗͪジェンダーʀϓェϝωθϞؖ࿊ॽ੸͹஦͖Δ 17 ɼࢢܡऴɼ೦ీݣߓΝखΕ৏͝ɼ࡯
ӮҬ๘ࢢɼᜌ౽߸ɼࠦ໼ຓ༟ࢢɼᷦݬએܢɼྌӵ੡ɼࠦجਇ࠾ɼࢢװ޳ݬɼࠦ౽௜ࢢɼԮຌ༑ՅࢢɼԨ
ՇऑɼీࢃऴᰎɼᖔీՄ੊ɼౣٳ౩େɼ஦ଞ౩ࢢɼ஦ଞઉࢢ͹֦ࢱͶΓΖॽ඲Νͪ͢ࡎܟɽ 

ΗΖ͠ڛ఑͗ݡ઎୼͹ジェンダー研究͹எ࠹ජਠͶΓͮͱࣧ͵࠾΍ଡߺࠕ 1  ͳ͵ͮͪɽ࡯

˛ʲ̡ジジェェンンダダーー研研究究ʳr2266 ʤʤ22002233年年ߺߺ 77 ʥʥฦฦॄॄҗҗҽҽճճߨߨקק݆݆
ฦฦॄॄҗҗҽҽௗௗ
ਅ ⅰᒉ     ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָジェンダー研究所 
ฦฦॄॄҗҗҽҽ  
ళ໼ எߵ    ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָײخ研究ӅਕชՌָܧ 
ਭ໼ ܆     ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָײخ研究ӅਕؔՌָܧ 
ਁ ٝਖ     ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָײخ研究ӅࣙષʀԢ༽Ռָܧ 
੶ܚ ؛Ҳ࿢   ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָײخ研究ӅਕؔՌָܧ 
୉ܛ࢛ ڰ    ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָジェンダー研究所 
૖ޭ ϝψࢢ   ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָײخ研究ӅਕؔՌָܧ 
࿮ీ ࠾     ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָײخ研究ӅਕؔՌָܧ 
  ฦฦॄॄҗҗҽҽ֐֐ָָ
 Ӟ ΉΕ    ৏ஒ୉ָ๑ָ෨ࢀ
ۜҬ Ұ     ۆ࡝୉ָָࡃܨ෨ 
๼ܛ ݬ     ୉ࡗ୉ָชָ研究Ռ 
൚Ҭ ߁໎    ઒र୉ָָࡃܨ෨  
ฑ໼ ࢢܛ    ԥශཱིࠅ୉ָ୉ָӅ౐ࢤ΢όϗーεϥン研究Ӆ 
ઍഀ ༟Յ཮   Ҳൢऀ஄๑ਕχψーϨンέʀジϡϏン 
Jan Bardsley    όーηΩϫϧ΢ψ୉ָ 
Karen Ann Shire υϣーηϔϩήʀΦριン୉ָ 
ฦฦॄॄ事事ແແۃۃ  
ຌࢃ ԟࢢ  ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָジェンダー研究所 
ብຌ ৿಺    ͕ண͹ਭঃࢢ୉ָジェンダー研究所 
 ୉ָジェンダー研究所ࢢറ     ͕ண͹ਭঃ آࠉ
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学⾡ᡂᯝのⓎಙ 

ʲジェンダー研究ʳ262023）ߺ೧  ࣏目（ߨק7݆

 ಆಆ言言 ........................................................................................................................................................ 申ⅰᒉתת

特特集集：：リリププロロダダククテティィブブ・・ジジャャスステティィススʗ妊娠・中絶・再生産をめぐる社会正義を切り開く 
研研究究論論ชช  
Reproductive Justice in the U.S. After Roe ............................................................................................... Lisa C. Ikemoto 
ココϟϟンントト
「正義」の正しさと໿ղさ .........................................................................................................................大ڰ༟ߵ子 
Ҳ時的移຿プログラム下の移຿女性の଼ࡑ権とリプロダクティブ・ジャスティス........................................ 高谷߀ 
1920ʛ30 年େにおけるʬ産΋主体ʭにଲする「ྖ」と「࣯」からのղ入 ................................................ ็ 月理ܛ 

౦౦ߚߚ論論ชช  
フェミωスト社会科学の科学性と੕࣑性ᴹᴹフェミωスト೟ࣟ論の౹合的理解にଊして .................................ঘ໼࣋研ଢ 
フェミωθム理論における࿊合・࿊ଵの規൥的構૟

ʗナンシー・フϪイδーとアイリス・マリΨン・Ϣングの議論から ............................................. ؝ࢃ大ध 
Influence of Mothers on Occupational Expectations of Female University Students in Japan: 

A Comparison with the UK ......................................................................................................... Kaori Miyamoto 
 の੠ਈ分ੵ「ৱ症のχラマڍ」

ʗスティーϲン・Ϫϲェンクロン『ںの中のঙ女』における身体イϟージの࿬み、ࠫءし、ཋ๮ ...... 大໨ྀ೯ղ 
ॽॽ評評  
௱৪あͰみஸ, みすͥॽ๬ 
『生৫技術と਎になること ෈妊ྏ࣑とड़生઴ݗ査がもたらすᷦ౽』 ............................................................................ ݣߓऴ 
ঘශ正子・൚ڰᐃ子ฦ, ښ౐大学学術ड़൝会 
『౨アジアのՊଔとセクシϣアリティ 規൥とҵ୦』 .................................................................................................... ೦ీܡ子 
工౽੘子ஸ, ໎੶ॽవ 
『ೋ຿とセクシϣアリティ アϟリカにおける性的マイノリティのใઃとഋঈ』 ..................................................... ӮҬ๘子 
௙ࢃ९子ஸ, ॡ෫社 
 ߸౽ᜌ ........................................................................................ 『େΦジプトの女性、֪ࠫ、ཋ๮ݳ の຿ଔ誌「らしさࢴ」』
ੁీӫ理ʙ新本ຬ཮子ฦ,੊ֆࢧ૟社 
『月ܨのਕ類学 女子生ైの「生理」と開発支援』 .................................................................................................... ࠦ ໼ຓ༟子 
ショーン・フェイஸ, 高Ҭゆと཮༃, ໎੶ॽవ
『トランスジェンダー໲ୌ 議論は正義のために』 ........................................................................................................ ᷦ  ܢએݬ
キャスリーン・M・ブリーஸ, ྵ໨࠾Յ༃, ਕชॽ院
『Ϫイシθムӣ動を理解する 理論、方๑、調査』 ............................................................................................................ ྌӵ੡ 
 ৕ෳ子ஸ, ਕชॽ院ۆ
『ԯೆとセクシϣアリティの社会学 ポストコロωアル・フェミωθムから໲い௜すԯೆક・米܋基ஏ・؏ޭ』 .................. ࠦ  ࠾ਇج
新ཱིۛݟ׃େඔ術ؙʙ国ཱི国際ඔ術ؙʙ౨ښ౐ݳେඔ術ؙฦ, Ցड़ॽ๬新社 
『Viva Video! ٳฯీ成子』 ................................................................................................................................................. װ޳ݬ子 
ಟあΏඔஸ, ミネルϲΟॽ๬ 
ࠦ ............................................................ 『࢛成ܙからの分業と஡঄のֱࢻସ間֪ࠫの制度分ੵ ジェンダーܙ༼ޑ』 ౽௜子 
Ϫスリー・カーンஸ, ౨⁍࣑ݣ࿢༃, ধช社
『フェミωスト・シティ』 ............................................................................................................................................... Ԯ本༑Յ子 
ஓీ߄೭ஸ, ナカωシϢड़൝ 
『ίアへの๑ఫ学 フェミωθム๑理論とのଲ࿫』 ............................................................................................................ ԨՇऑ 
౽高和ٍஸ, ੪ౖ社 
『ʬトラブルʭとしてのフェミωθム 「とりཛྷさͦないཊѻ」に߇して』 ............................................................ ీࢃऴᰎ 
大໼ܛ理ஸ, ༙信ಌ 
『「外国ਕՉ」の国際社会学 「定े」֕念を໲い௜す』 ............................................................................................ ᖔీՄ੊ 
҈Ҭᚺ಺ඔஸ, ฑຎ社 
『ૄわれた身体 බと༱պとジェンダー』 ........................................................................................................................ ౣٳ౩େ 
Rika Saito ஸ, Peter Lang 
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̐）プロジェクト報告ॽ IGS Project Series による成果刊行
ジェンダー研究所では、開催したシンポジウムΏセミナーでのߪԍ・報告内容のى࿧Ώ、特พডᡊ教

दプロジェクトの成果をまとめた報告ॽとして、IGS Project Series を刊行している。 

2023年度は、IGS Project Series No. 27『ロー判決以後のアϟリカ合़国
におけるリプロダクティブ・ジャスティス（性・生৫・再生産をめぐる社
会正義）』を IGS の web サイトにてޮ開した。これは『ジェンダー研究』
第 特集論ช「Reproductive Justice in the U.S. After Roe」（本報告ॽߺ26 60

นࢂল）を日本ޢຍ༃したものである。本論考の学術的ならびに社会的॑
གྷ性にؓみ、߁くଡくの方ʓにಣΞでいただけるよう、あえてӵޢ論ชを
日本ޢにຍ༃して webでҲൢにޮ開するものである。 
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